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の子。正和二年（一三一三）従三位、勘解由長官、大宰大弐などをへて元亨三年（一三二 ）に参議 なる。 中二年（一三二五）に刑部卿、 徳二 三〇 権中納言に昇る。建武二年（一三三五）に文章博士に任ぜられ、暦応五年〈興国三年〉 （一三四二）正月 正二位で出家する。法名は宴儀と伝えられ
（３）
「風月の才にとめる人也」とされる惟継は、元亨四年（ 二
四）正月十五日に、花園上皇 御の詩会に参列し、翌正 二年（一三二五 閏二十二日の論語講談に名を連ねる 『花園天皇宸記』 ） 。願文も書いた（ 『新拾遺集』哀傷九一三番歌・詞書） 。
また、元亨四年三月九日からの後白河天皇供養御八講、および
正中二年七月の後深草天皇御八講、同八月二十九日よりの法華御八講に参仕しており（ 『花園天皇宸記』 ） 、 「一生精進にて讀經」した片鱗をうかがうことができる。












九日・十一日、元亨二年三月十三日および同年八月二十九日の法華八講に、講師・問者・證議として、長講堂や法華堂に参上している。また、同三年九月三日 は、後伏見上皇御幸の法華堂で法華経一部の導師を務めている（ 『花園天皇宸記』 ） 。
圓伊も勅撰歌人である。 『新後撰集』 『玉葉集 『続千載集』 『続



































これらの例から、 「寺法師」は、 「てら」 （訓）と「ほうし」 （音）







































































































































































してぞたちたりける。 」 （ 『日本古典文学大系』二九一頁） 。
○江戸期写本国会図書館蔵百二十句本『平家物語』巻第八「鼓判






























































































































- １。絹布門）しかない。 『運歩色葉集』 『増刊下
ボウシ
99













































































２． 「帽子」の語形増加と用途による語形分担「帽子」の語形が知られる比較的古い例に、 『新撰字鏡』 「帽〈保
宇志〉 」 （巻十二・
オ７）が有る。 『倭名類聚抄』にも、 「烏帽〈帽28









































毛部「食服門」には 帽子」を載せる。室町時代 期写 伊京
モウス























































（３） 『尊卑分脉』 『公卿補任』 （新訂増補
國史大系） 、 『花園天皇宸記』 （史





















（７） 『花園天皇宸記』 、 『文保三年記』 （ 『群書類従』第四五四巻） 、 『武家年
代記』 （ 『國史大系』第五巻） 、 『權僧正道我集』 （ 『桂宮本叢書』第八巻） 、『元徳二年三月日吉社並叡山行幸記』 （ 新校群書類従』第二巻） 。



























































九九一年十一月） 、高山倫明「連濁の音声学的蓋然性」 （ 『筑紫語学論叢』






































































）山田忠雄「解題」 （ 『桂本佚名古辞書』一 七九年、勉誠社） 、参照25
（
）土井忠生・森田武・長南実編訳『邦訳日葡辞書』 （一 八〇年、岩波26書店 。
（




明応五年（一四九六）本『節用集』 ・天正十八年（一五九〇）本『節用集』 ・天理図書館蔵阿波国文庫旧蔵『節用集』室町末期写本・饅頭屋本『節用集』室町末期刊本―保と毛 「財宝」に「帽子」 「帽子」 。慶長
ボウシ
モウス































本『徒然草』 、内閣文庫蔵諸本・広島大学蔵諸本 原本閲覧させていただきました。また、紙幅の都合で出典を省略した原本複製 ・翻刻本を参照し、国会図書館・内閣文庫・国文学研究資料館・京都大学図書館・早稲田大学図書館・筑波大
学図書館・國學院大學図書館・龍谷大学図書館・市立米沢図書館が公開している貴重書画像を活用いたしました。原本所蔵者・複製・翻刻本作成者・画像公開機関、および本誌査読委員・編集部の皆様に対し、心より御礼申し上げます。
（ささきいさむ・広島大学大学院教授）
